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文明、倫理、宗教、価値観の衝突を如何に回避するか

有限認識から生じる閉塞感：犯罪、異常行動の頻発

⇒ 我々は地球の有限性に真に直面した初めての人類世代⇒ 我々は地球の有限性に真に直面した初めての人類世代
Suzuki, UNU
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⾃然⽣態系に対する⼈間活動の影響
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人間活動の拡大--温暖化の現実人間活動の拡大--温暖化の現実人間活動の拡大 温暖化の現実人間活動の拡大 温暖化の現実

M. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNU
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Source: GRID Arendal温度上昇温度上昇

海面上昇
降雨

影響影響
人間活動 の影響

健康 水資源 沿岸域

人間活動への影響
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■■ 小島嶼の例：水資源の減少小島嶼の例：水資源の減少

海面上昇による淡水レンズ※への影響
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Mauna Loa観測所における月平均 CO2 濃度の変化
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対流圏
地球の大きさを直径１メートルとすると
厚さは１ミリ程度厚さは１ミリ程度
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上での指針」
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– I. 地球環境の現状と課題

II 「環境立国日本」の創造・発信
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– III. 今後1，2年で重点的に着手すべき8つの戦略

• 低炭素社会、循環型社会、自然共生社会に向けた3つの戦略
横断的課題に関する5つの戦略：国際協力 経済との両立 地域社
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II．． 地球環境の現状と課題地球環境の現状と課題II．． 地球環境の現状と課題地球環境の現状と課題

３つの大きなリスク３つの大きなリスク

地球温暖化の危機 資源の浪費による危機 生態系の危機

３つの大きなリスク３つの大きなリスク

持続 能な社会 各側 を
低炭素社会 循環型社会

３つの社会像３つの社会像
持続可能な社会の各側面を

統合した取り組みの展開

炭

自然共生型社会



IIIIII．． 今後１，２年で着手すべき８つの戦略今後１，２年で着手すべき８つの戦略IIIIII．． 今後１，２年で着手すべき８つの戦略今後１，２年で着手すべき８つの戦略

戦略１戦略１
気候変動問題の克服に向けた気候変動問題の克服に向けた

国際的リ ダ シ プ国際的リ ダ シ プ

戦略２戦略２
生物多様性の保全による生物多様性の保全による
自然の恵みの享受と継承自然の恵みの享受と継承

戦略３戦略３
３３RRを通じた持続可能を通じた持続可能

な資源循環な資源循環国際的リーダーシップ国際的リーダーシップ 自然の恵みの享受と継承自然の恵みの享受と継承 な資源循環な資源循環

戦略４戦略４
公害克服の経験と智恵を公害克服の経験と智恵を

活かした国際貢献活かした国際貢献

戦略５戦略５
環境・エネルギー技術を環境・エネルギー技術を

中核とした経済発展中核とした経済発展活かした国際貢献活かした国際貢献 中核とした経済発展中核とした経済発展

戦略６戦略６
自然の恵みを活かした自然の恵みを活かした
活力溢れる地域づくり活力溢れる地域づくり

戦略７戦略７
環境を感じ、考え、環境を感じ、考え、
行動する人づくり行動する人づくり

戦略８戦略８
環境立国を支える環境立国を支える

仕組みづくり仕組みづくり
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現状のCO2排出量：72億炭素トン

2050年に半減：36億炭素トン

2050年 約92億人(国連の人口統計)

2050年までにCO2の排出量を地球全体で50%削減
現状のCO2排出量：72億炭素トン

2050年に半減：36億炭素トン

2050年 約92億人(国連の人口統計)2050年：約92億人(国連の人口統計)
一人当たり許容CO2排出量：0.4炭素トン/年

2050年：約92億人(国連の人口統計)
一人当たり許容CO2排出量：0.4炭素トン/年

わが国におけるCO2発生量：
一人当たりの実排出量：2.5炭素トン/年

わが国におけるCO2発生量：
一人当たりの実排出量：2.5炭素トン/年
今後40年余りの間に、2.5から0.4へと84%の削減をする必
要がある
今後40年余りの間に、2.5から0.4へと84%の削減をする必
要がある

化石燃料の使用量を約1/6に縮小すること
エネルギー消費量が現在に比して1/6であった時代：昭

化石燃料の使用量を約1/6に縮小すること
エネルギー消費量が現在に比して1/6であった時代：昭ネルギ 消費量が現在に比して1/6であった時代 昭
和30年ころ

ネルギ 消費量が現在に比して1/6であった時代 昭
和30年ころ
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増殖･成長の典型的なパターン増殖･成長の典型的なパターン増殖･成長の典型的なパターン増殖･成長の典型的なパターン
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口
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点
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点

20世紀型

・成長パラダイム

20世紀型

・成長パラダイム

21世紀型

・持続性パラダイム
地方分権

21世紀型

・持続性パラダイム
地方分権

な
ど
な
ど
な
ど
な
ど

破局破局

・都市集中・都市集中 ・地方分権・地方分権

時間経過時間経過時間経過時間経過

Suzuki, UNUSuzuki, UNU



パラダイム・シフトパラダイム・シフトパラダイム・シフトパラダイム・シフト

産業産業//生産生産産業産業//生産生産

成長ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ成長ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ ⇒ ⇒ 持続性ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ持続性ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ成長ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ成長ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ ⇒ ⇒ 持続性ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ持続性ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ

製造業・建設 ⇒ サービス・保守

大量予測生産 ⇒ 適量生産/オンデマンド

労働生産性 資源生産性

製造業・建設 ⇒ サービス・保守

大量予測生産 ⇒ 適量生産/オンデマンド

労働生産性 資源生産性
経済経済経済経済

労働生産性 ⇒ 資源生産性

物質フロ 経済 ⇒ ストック中心 ｻ ﾋﾞｽ経済

労働生産性 ⇒ 資源生産性

物質フロ 経済 ⇒ ストック中心 ｻ ﾋﾞｽ経済
環境関連環境関連環境関連環境関連

物質フロー経済 ⇒ ストック中心・ｻｰﾋ ｽ経済

ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾊﾟｲﾌﾟ ⇒ システム改編/ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ

物質フロー経済 ⇒ ストック中心・ｻｰﾋ ｽ経済

ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾊﾟｲﾌﾟ ⇒ システム改編/ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ
科学技術科学技術科学技術科学技術

ｴﾝﾄ ｵﾌ ﾊ ｲﾌ ⇒ システム改編/ｾ ﾛｴﾐｯｼｮﾝ

リニアーモデル ⇒ デマンド・プル

ｴﾝﾄ ｵﾌ ﾊ ｲﾌ ⇒ システム改編/ｾ ﾛｴﾐｯｼｮﾝ

リニアーモデル ⇒ デマンド・プル
政策決定政策決定//操作方式操作方式政策決定政策決定//操作方式操作方式

微分発想 ⇒ 積分的/総括的・着地点指向微分発想 ⇒ 積分的/総括的・着地点指向

プロジェクション ⇒ バックキャスティングプロジェクション ⇒ バックキャスティング

M. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNU



従来の観光からの発展従来の観光からの発展
--------ェェコツーリズム 持続可能な観光コツーリズム 持続可能な観光

従来の観光からの発展従来の観光からの発展
--------ェェコツーリズム 持続可能な観光コツーリズム 持続可能な観光--------ェェコツーリズム、持続可能な観光コツーリズム、持続可能な観光--------ェェコツーリズム、持続可能な観光コツーリズム、持続可能な観光

●日本エコツーリズム協会：エコツーリズムとは●日本エコツーリズム協会：エコツーリズムとは

(1)自然・歴史・文化など地域固有の資源を生かした観光を成立させること。

(2)観光によってそれらの資源が損なわれることがないよう、適切な管理に
基づく保護・保全をはかること

(1)自然・歴史・文化など地域固有の資源を生かした観光を成立させること。

(2)観光によってそれらの資源が損なわれることがないよう、適切な管理に
基づく保護・保全をはかること基づく保護 保全をはかること。

(3)地域資源の健全な存続による地域経済への波及効果が実現することを
ねらいとする、資源の保護＋観光業の成立＋地域振興の融合をめざす
観光の考え方である それにより 旅行者に魅力的な地域資源とのふれ

基づく保護 保全をはかること。

(3)地域資源の健全な存続による地域経済への波及効果が実現することを
ねらいとする、資源の保護＋観光業の成立＋地域振興の融合をめざす
観光の考え方である それにより 旅行者に魅力的な地域資源とのふれ観光の考え方である。それにより、旅行者に魅力的な地域資源とのふれ
あいの機会が永続的に提供され、地域の暮らしが安定し、資源が守られ
ていくことを目的とする。

観光の考え方である。それにより、旅行者に魅力的な地域資源とのふれ
あいの機会が永続的に提供され、地域の暮らしが安定し、資源が守られ
ていくことを目的とする。

●世界観光機関（WTO）1988 ：持続可能な観光（サステイナブル観光）開発
とは

(1)現在 旅行者と受入れ地域 需要 適合 次世代 ため 機会

●世界観光機関（WTO）1988 ：持続可能な観光（サステイナブル観光）開発
とは

(1)現在 旅行者と受入れ地域 需要 適合 次世代 ため 機会(1)現在の旅行者と受入れ地域の需要に適合しつつ、次世代のための機会
を守り、強化するものである

(2)あらゆる資源を活用するにあたっては、文化の尊厳、大切な生態系環境、

(1)現在の旅行者と受入れ地域の需要に適合しつつ、次世代のための機会
を守り、強化するものである

(2)あらゆる資源を活用するにあたっては、文化の尊厳、大切な生態系環境、
生態系の多様性、生命を支える仕組みを維持しながら、経済的、社会的、
美的な必要性を満たさなければならない。
生態系の多様性、生命を支える仕組みを維持しながら、経済的、社会的、
美的な必要性を満たさなければならない。



宮古島のエコアイランド化宮古島のエコアイランド化宮古島のエコアイランド化宮古島のエコアイランド化

文化的演出文化的演出文化的演出
エコアイランドのデザイン

住民の認識、島全体でのエコ化をどう実現するか

文化的演出
エコアイランドのデザイン

住民の認識、島全体でのエコ化をどう実現するか住民の認識、島全体でのエコ化をどう実現するか
エコな宮古島とは何か

制度群

住民の認識、島全体でのエコ化をどう実現するか
エコな宮古島とは何か

制度群
法的制度等による自然保護対策

地下水の保全、観光客の持ち込むゴミ

経済的しくみ

法的制度等による自然保護対策
地下水の保全、観光客の持ち込むゴミ

経済的しくみ経済的しくみ
入島税、地域通貨などの仕組み
宮古島に観光に来る人々の負担すべきものはなにか

エ ツア 持続可能な宮古島の全体システム構築

経済的しくみ
入島税、地域通貨などの仕組み
宮古島に観光に来る人々の負担すべきものはなにか

エ ツア 持続可能な宮古島の全体システム構築エコツアー・持続可能な宮古島の全体システム構築
専門ガイドの育成、エコツアーガイドライン策定、それぞれの管
理・評価

エコツアー・持続可能な宮古島の全体システム構築
専門ガイドの育成、エコツアーガイドライン策定、それぞれの管
理・評価
宮古島の持つプレスティッジさ(特異性、優先性)宮古島の持つプレスティッジさ(特異性、優先性)



観光におけるパラダイム観光におけるパラダイム・シフト・シフト観光におけるパラダイム観光におけるパラダイム・シフト・シフト

ツーリズムツーリズムツーリズムツーリズム

成長ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ成長ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ ⇒ ⇒ 持続性ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ持続性ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ成長ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ成長ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ ⇒ ⇒ 持続性ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ持続性ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑ

最新近代設備 ⇒ 地域特色しかけ

大量観光客 ⇒ 参加者限定

短期駆け抜け 長期滞在

最新近代設備 ⇒ 地域特色しかけ

大量観光客 ⇒ 参加者限定

短期駆け抜け 長期滞在

経済経済経済経済

短期駆け抜け ⇒ 長期滞在

パターン化 ⇒ 個別設計

短期駆け抜け ⇒ 長期滞在

パターン化 ⇒ 個別設計
経済経済経済経済

低質・物質経済 ⇒ 高質・ｻｰﾋﾞｽ経済

中央依存・交付金 ⇒ 自立経済・観光税

低質・物質経済 ⇒ 高質・ｻｰﾋﾞｽ経済

中央依存・交付金 ⇒ 自立経済・観光税
物流関連物流関連物流関連物流関連

中央依存 交付金 ⇒ 自立経済 観光税

廃棄物処理 ⇒ 持ち込まない/ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ

中央依存 交付金 ⇒ 自立経済 観光税

廃棄物処理 ⇒ 持ち込まない/ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝ
エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

棄 /

化石・電力主体 ⇒ 地域産出エネルギー

棄 /

化石・電力主体 ⇒ 地域産出エネルギー
政策決定政策決定//操作方式操作方式政策決定政策決定//操作方式操作方式

トップダウン ⇒ トップ・ボトム共同トップダウン ⇒ トップ・ボトム共同M. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNUM. Suzuki, UNU



宮古島のエコアイランド化宮古島のエコアイランド化宮古島のエコアイランド化宮古島のエコアイランド化

島(市)の将来ビジョンの明確化 すべ の テ クホ ダ の力島(市)の将来ビジョンの明確化 すべ の テ クホ ダ の力島(市)の将来ビジョンの明確化 ---すべてのステークホールダーの力

現状の島の問題点はなにか
次世代の島はいかにあるべきか

島(市)の将来ビジョンの明確化 ---すべてのステークホールダーの力

現状の島の問題点はなにか
次世代の島はいかにあるべきか

観光立国を考える場合の資源の明確化 --専門家を活かす

インベントリーの掘り起こし、定量化

資源を生かすことに関して

観光立国を考える場合の資源の明確化 --専門家を活かす

インベントリーの掘り起こし、定量化

資源を生かすことに関して資源を生かすことに関して
種々の資源の特性と活かし方 ----民間と行政、市民の力
環境観光に参加する人々のセレクション

参加者にとって

資源を生かすことに関して
種々の資源の特性と活かし方 ----民間と行政、市民の力
環境観光に参加する人々のセレクション

参加者にとって参加者にとって
参加することのプレスティッジ
参加することによって環境保全、環境改善への貢献
これらの効果の見える化

参加者にとって
参加することのプレスティッジ
参加することによって環境保全、環境改善への貢献
これらの効果の見える化これらの効果の見える化

島の側から ----学識経験者と島の住民、行政の力

制度、構造の構築
文化の確立

これらの効果の見える化

島の側から ----学識経験者と島の住民、行政の力

制度、構造の構築
文化の確立文化の確立
継世代的な価値観の確立
文化の確立
継世代的な価値観の確立




